
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































病気の説明あり［人］（％） １６（６６．７％） ７（８７．５％） ９（５６．２％）
兄弟あり［人］（％） ２２（９１．７％） ７（８７．５％） １５（９３．２％）
造血幹細胞移植あり［人］（％） ９（３７．５％） ３（３７．５％） ６（３７．５％）
Final stage conferenceへの参加［人］（％） ４（１６．７％） ３（３７．５％） １（６．３％）
















在宅死亡数［人］（％） ７（２９．２％） ２（２５．０％） ５（３１．３％）
死因
治療関連死［人］（％） ６（２５．０％） ２（２５．０％） ４（２５．０％）
腫瘍死［人］（％） １８（７５．０％） ６（７５．０％） １２（７５．０％）
症状
呼吸困難［人］（％） １９（７９．２％） ８（１００％） １１（６８．８％）
疼痛［人］（％） １７（７０．８％） ７（８７．５％） １１（６２．５％）
精神的不安定［人］（％） １２＊（５０．０％） ８（１００％） a） ４（２５．０％） a）


































































































































































































































































































事例 性別 病名 死亡年齢 発病年齢 闘病期間 文献
１ 男子 ユーイング肉腫 ９歳 ５歳 ４年 手記１
２ 男子 横紋筋肉腫 ８歳 ６歳 ２年 手記２
３ 男子 急性骨髄性白血病 ５歳３か月 ４歳 １１ヵ月 手記３
４ 女子 神経芽細胞腫 ６歳５か月 ３歳 ２年１１ヵ月 手記４
５ 男子 急性骨髄性白血病 １０歳 ７歳 ２年４ヵ月 手記５
６ 女子 固形腫瘍 １０歳 不明 不明 論文１
７ 女子 白血病 ５歳 不明 不明 論文１
８ 男子 リンパ腫 ７歳 不明 不明 論文１
９ 男子 固形腫瘍 ７歳 不明 不明 論文１
１０ 女子 白血病 ８歳 不明 不明 論文１
１１ 女子 先天的な心臓病 ４歳７カ月 不明 不明 論文２
１２ 女子 白血病 ７歳 不明 不明 論文２
事例 家族構成 病名告知 予後告知 著者 出版年
１ 父・母・本人・弟 母親よりあり 母親よりあり 母親 ２００８
２ 母・本人 母親よりあり 母親よりあり 母親 ２００４
３ 父・母・本人・弟２人 なし なし 母親 ２００６
４ 父・母・本人・弟 なし なし 父親 ２００３
５ 父・母・姉・本人・祖父母 なし なし 母親 １９９２
６ 父・母・本人・他は不明 なし（病態告知はあり） 不明 藤井ら ２００２
７ 不明 なし 不明 藤井ら ２００２
８ 母・兄・本人・他は不明 なし（病態告知はあり） 不明 藤井ら ２００２
９ 父・母・本人・他は不明 あり あり 藤井ら ２００２
１０ 母・本人・他は不明 あり 不明 藤井ら ２００２
１１ 父・母・本人・他は不明 不明 不明 高木 ２００２
１２ 父・母・本人・他は不明 不明 不明 高木 ２００２
表４ 子どもの背景２
【L：】Server／関西学院大学／社会学部紀要／社会学部紀要第１１０号／美馬里彩 ４ 校
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表７ 子どもが抱く希望



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Davies Betty, Brenner Paul, Orloff Stacy, et al（２００２）
Addressing spirituality in pediatric hospice and
palliative care. J. Palliative Care.１８（１）：５９―６６
エリザベス・キューブラー・ロス（２００８）「死ぬ瞬間」
と死後の生 中央公論新社
Els-Marie Anbacken（２００８）Existential issues in later―
life care , a Swedish case study Kwansei Gakuin
University Social Sciences Review Vol．１３
ウーシャ・コズワミ（２００３） 子どもの認知発達 新曜
社
Faulkner KW（１９９７）Talking about death with a dying

































































































Spinetta, J. J., Rigler, D., Karon, M.（１９７３）Anxiety in









Viktor Emil Frankl 池田香代子訳（２００２） 夜と霧―新
版 理想社
Wolf,. J., Holcombe, E., Neil, K., et al.（２０００）Symptoms
and suffering at the end of life in children with






ACT（Association for Children’s Palliative Care）
Children’s palliative care definitions（２００８）２００９
年９月１７日取得 http://www.act.org.uk/
【L：】Server／関西学院大学／社会学部紀要／社会学部紀要第１１０号／美馬里彩 ４ 校
― ―１４４ 社 会 学 部 紀 要 第１１０号
アメリカ国立がん研究所（National Cancer Institute,
NCI）．がん患者ケアにおけるスピリチュアリティ
２００９年６月２８日 取 得 http://www.nci.nih.gov/
cancertopics/pdq/supportivecare/spirituality/
世界保健機関機構（World Health Organization:WHO）:
Cancer Palliative Care ２００９年９月１７日取得 http:
//www.who.int/cancer/palliative/en/
死と死ぬこと及び悲嘆に関する国際作業部会 The
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